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Efforts for Teacher Training through the Implementation of  
“Hirameki ☆ Tokimeki Science” 


























































































実施日 テーマ 実験テーマ 対象者
Ⅰ 2015 年





































































10：00 ～ 10：30 受付（8号館 1階集合）
10：30 ～ 11：00 開講式（あいさつ，科研費の説明，講師・TAの紹介）
11：00 ～ 12：00 実験①自分で組立てるダニエル電池実験②ブレッドボードによる簡単な電源の作製
12：00 ～ 13：20 昼食および TAとのディスカッション
13：20 ～ 14：30 実験③実用電池を体験－鉛蓄電池の組立てと電気分解
14：30 ～ 15：00 休憩（クッキータイム）
15：00 ～ 16：20 実験④備長炭電池・果物電池の作製。
iPadを使ったまとめの作成
16：20 ～ 16：30 休憩






























































































非常に有意義である 有意義である あまり有意義ではない その他
9（75％） 3（25％） 0 0
Q2 本事業を今後も実施したいと思いましたか。
毎年でも実施したい 可能な範囲で実施したい あまり実施したくない わからない
4（33％） 8（67％） 0 0
Q3 小中高生に知的好奇心を刺激できたと思いますか。
非常に刺激できた まずまず刺激できた あまり刺激できなかった わからない
6（50％） 6（50％） 0 0
Q4 研究成果を受講生にわかりやすく説明することができたと思いますか。
非常にわかりやすくできた まずまずできた あまりできなかった わからない
9（75％） 3（25％） 0 0
表 4　アンケートの集計結果（参加者の生徒）
Q1 今日のプログラムは，いかがでしたか。あてはまるものを一つ選んでください。
とてもおもしろかった おもしろかった おもろくなかった わからない
23（77％） 7（23％） 0 0
Q2 今日のプログラムは，わかりやすかったですか。
とてもわかりやすかった わかりやすかった わかりにくかった わからない
24（67％） 11（31％） 1（3％） 0
Q3 科学（学問）に興味がわきましたか。
非常に興味がわいた 少し興味がわいた 興味がわかなかった わからない
20（67％） 10（33％） 0 0
Q4 研究者（大学等の先生）からの話などを聞いて，将来，自分も研究をしてみたいと思いましたか。
とても思った できればしてみたい 思わなかった わからない














　参加した生徒へのアンケート調査（表 4）においては，有効件数は各項目により 30 ～ 36 件
で変動しているが，それを母数にして％で示している。尚，表 4において集計した結果は，中
学生による回答のみをまとめている。
　表 4の Q1 及び Q2 に対する回答から，大学における研究成果をよりわかりやすく伝えるため






















































　本研究は令和元年～ 4年度科研費　（基盤研究 C　課題番号 19K02692　代表　佐藤美子）に
より実施した。
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